
・データロガーとしての�


��された����で��された��のデータをリアルタイムにExcelシートに "#みます。

() 200,000*までのデータが-.して"り#めます。

W32-2000 (10ch)では、:;スキャナカード をB
してCチャンネルのH�がIJです。MPX

・KLNOへの�


RH�Sを"りTえながら、�々のデータをExcelシートに"#みます。

スタートすると、ﾌｧﾝｸｼｮﾝ･
��ﾚﾝｼﾞ･ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ��を
��した�、��されたｻﾝ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞ"##$で、��さ
れたサンプル*のデータを
-.みます。23なら67
"8も7:することもがきま
す。

Excelシートに-.んだデータは、キーボードからHIしたデータとJじように、
ExcelのNOをPQして、ST・VW・XYZを[\に]うことができます。
また、^_にデータが-.まれる`aをExcelのグラフウィザードで��しておけ
ば、データ-.とグラフnがリアルタイムに]えます。
※uアドインに[vグラフSTNOはありませんので、Excelのグラフウィザードを
{QしてSTしてください。

W32-2000/2000MPX ケースレー

��

��

���	

��~からデータの-.を��します。

「 」を�に�してから「 」を�すPAUSE START

とスポット��モードになります。

��ファンクションを��します。

����, ����, ��2�DC AC

��4�,��,��*,��から ¡。

��レンジを / で¥¦えます。AUTO MANUAL

のﾁｪｯｸを®すとレンジHIQテキストAUTO

ボックスが°れますからレンジをキーボードか

らHIします。±²な³をHIする23はあ

りません。HIされた³に´µ¶い１つ¹の

レンジに��されます。

トリガ»¼を��します。

「 」は、��½も ¾¿をFREE RUN FREE RUN

ÂÃします。

「パソコン」は、��"#Çにパソコンが��

~にトリガをÈÉします。��~は ¾¿HOLD

になります。

「®Ë」は��~リアーのトリガリンクÌÍに

J�してサンプリングを]ないます。

��½は「ÎÏ」、ポーズ½は「ÑÏ」、ÒÓ½は

「ÔÏ」となります。

��のトリガディレイ"#をHIします。

ÕÖは、×Øまたは「0」をHIします。

データの-.を´"½Óします。もう´�ｸﾘｯｸすると、

-.をÚ�します。

スキャナ��ですスキャンが´ÝしてからÒÓします。

データの-.をÒÓします。

��½、#Þ"#が2ßà¹の"、サンプリングまでの

áり"#をカウントダウンします。

��½、-.のáりä*をåæします。

「 」½、çèとなり、ｸﾘｯｸするÇにデータを-り.みまPAUSE

す。 スポット��モードでは、データの-.に{Qします。

Excelシート¹のカーソルをéê・¹ëにìvします。

Excelシート¹のカーソルをìvしデータ-.��íîをï

�します。 「 」ボタンをクリックするとカーソルíîかSTART

らë»ðへデータを-.みます。

データをHIするExcelのシートを¥¦えます。

「 」ボタンを�にクリックして、その�「 」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 マルチメータの��が]われた�、「 」ボタンのPAUSE START SPOT

クリック÷ちとなります。 「 」ボタンをクリックするÇにデータがExcelシートに-.まれます。 この"「 」ボタンをクリックするùわりに「スペース」キーを�しSPOT SPOT

てもJûのüýとなります。 この「スポット��モード」では、「þÿ"#」のØには1,2,3...と「��µ�」がHIされます。

�えば、����を-り¦えながら、�々の����の��を]う
�に�Pです。 「スポット��モード」を
�するためには、「 」ボタンをクリックします。STOP

サンプリングレートを��します。

= 0.01FAST NPLC

= 1MID NPLC

= 10SLOW NPLC

スポットH�モードのB
^_

アベレージング��を にし、その��を��します。ON

�１) u ソフトでサポートされていない����は、^_に�vにて��~を��しておいてください。

�２) � �~の - コマンドを に��してください。(����)GP IB SCPI

�)���� の!"メモリのデータを'り*す��はありません。

スキャナカードを{Qして��する
�に

チェックを7けます。

の
�だけのNOです。W32-2000MPX ���� で��した - アドレスと8じGP IB

:を��します。
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uプログラムはExcel¹のアドインと
してvSします。Excel¹からuアドイ
ンを�vすると、Excelシート¹に、この
ウインドウが°われます。
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ,��レンジ,"##$,-.
ä*Zを��し「 」ボタンをｸﾘｯｸSTART
するとデータの-り.みを��します。

Model 2000
デジタルマルチメータ

Model 2000, Model2000-SCANカード

Model 2000は、ケースレー の��です。�

��できる
�

W32-2000 -MPX N

W32-2000 -RMPX

W32-2000-R

W32-2000-N

Lj GP IB- ボード qr stuv

75,000

Windows
7/8.1/10/11
(32bit ,64bit)
Excel2010/2013
Excel2016/2021
(32bit Only)�

NI 

NI 
190,000


SCANNER

スキャナ
��

スキャナ
���

ラトックシステムK

ラトックシステムK



データを-.む"##$(ß)をHIします。
ここでHIした"#と"#の"##$では
$ の%&が'*します。 +もHIが,い

�やゼロがHIされた
�は、2�でデ
ータを-り.みます。HIできる24"#
は、3600ßです。

ータを-.むä*を��します。5し、「デ ST

」ボタンでいつでも½7できます。また、+もOP
HIされていないときは、200,000äと89され
ます。HIできる24ä*は、200,000äです。

���をデフォールトの����に?し

ます。���のエラーHJなどで��が

UVできないZなどにクリックすると、��

�のエラーを^_することができます。

aての����をcd、またはeみgみ

ます。

h"���のデータを8Zに'gみ

ます。(jklm)

��データをnopqして、そのrsを

Excelシートにz{します。

|}~�が��されますから、noA,Bと

そのpqrsの��をz{してください。

2:のデータ-."、����;Zのヘッダを7:し

ます。

データに67"8を7:します。

データのHIと=にシートをスクロールします。

�����のþÿ"#を7:します。

��の��

��のファンクションで「��」を��します。

���のタイプを��します。 K, J, T( )

��の��を��します。 C,F,K( )

アベレージングNOを にし、その?@をON

��します。

サンプリングレートを��します。

= 0.01FAST NPLC

= 1MID NPLC

= 10SLOW NPLC

���・��の��

��のファンクションで「��*」または

「��」を ¡します。

��する��レンジを��します。

「 」ボタンを�した�、「 」SHIFT DIGITS
( )ボタンを�します。GPIB
��のように「 」にして「GPIB ON ENT

」ボタンで��します。ER

H��の - アドレスを��のアドGP IB
レスに��し「 」ボタンで��ENTER
します。

H��のラングエッジを「 」に�SCPI
�し「 」ボタンで��します。ENTER

① ② ③

�) ¢ソフトをB
する¦に、§¦に、��の¨©でH��の「 - 」、「 - アドレス」、「 」に��GP IB ON GP IB LANGUEGE  SCPI
して¬いてください。
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��³をセルにHIする"、´D、セル

のEFを「�H」に��した�、データを

セルにHIします。

��³をExcelへHIする"のJíを��し

ます。 「 "³」は、��ファンクションにより

「V」「A」または「Ω」のJíでHIします。

「L*MY」をçèにした
�は、この

��は,Nされます。

ÕÖは、×Øです。

��データが、ここでHIした"#または]

*にOPすると、データHIíîが�のQ

へìvします。

ダブルクリックで"#(S)と]*の¥りTえを

]います。

U�³をHIします。

「Jíù¦」「L*MY」�の

³にYしてU�が]われます。

ZY³��を にします。ON

この「 」ボタンを にすると、「 」ボタンがSET ON START

Set Set「 」にù[され、「 」ボタンをクリックZERO ZERO

1すると、 äだけ��を"]し、その��~がZY³�

�の]H³として��されます。
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INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000- Scanner  CardSCAN

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４µ¶H�の·¸

４µ¶H�の¹º

は、この「 」SENSE

ラインを¼½¾¸

します。

２µ¶H�の¹º

は、この「 」INPUT

だけを·¸します。

２µ¶H�の·¸

２µ¶H�の·¸

４µ¶H�

２µ¶H�

Model2000-SCAN スキャナカードを!"した��%&

��するチャンネルにだけにチェックを7けます。

��チャンネルは��している23はありません。

��ファンクションを��します。_チャンネルÇに&なったファンク

ションの��がaOです。 た だし、��したチャンネルでbてJ´

のファンクションに��すると�いスキャニング��がaOになります。

その
�、 ��で の��に3する"#はe ßです。DC 10ch 1.1

1～5 では、４ÌÍ����の ¡がaOですが、４ÌÍ����をch

 ¡すると、そのYになるチャンネルの{Qはできなくなります。 � え

ば、 を４ÌÍ����に��すると は{Qできなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカードB
」にチェックをÂけると、��ÃÄがÅÆされますから、スキャンH�のÈÉを��します。「リレーカードB
」チェック
がÂいたÊËから��ÃÄをÅÆするためには、ÌÍチェックをÎしてからÏÐチェックをÂけます。
Ñ チャンネルのH�ファンクションÔのサンプリングレイト やアベレージング、ÙÚ�タイプÛのH�ÈÉは¦ページの( , , )FAST MID SLOW

Ñファンクション��ÃÄで§¦に��しておいてください。

_チャンネルの��³にMYklを]った�、 へのHIを]うExcel


�は「MY」にチェックをつけ、「L* 」「L* 」「Jí」にm¥な³A B

をHIします。

へのHI³ ��³ L* L*Excel = ( - B ) * A

スキャナカードの'()

スキャナカードに - を{Qするときにチェックを7けます。TC SCAN

- では、 -1をp���に{Qするため��に{Qできません。TC SCAN CH

１つでも��を��するチャンネルがある
�、 を ¡します。JUNCTION

ÕÖは、「 -1」を ¡します。CH

����の�r

_チャンネルの��ファンクションが&なっている
�、または、��チャンネ

ルにsuけがある
�、 をe10ch 1.5sec

10ch��するbチャンネルが��で、��ファンクションがbてJじ
�、 を

e です。0.4sec

Þ だけのßJです。)W32-2000MPX



*+��. マルチメータ= の>�%&( )

®Ë��~とは - でパソコンとw�されている23があります。(ëT)GP IB

®Ë��~からÈられてくるデータのフォーマットは、 であり、y*のデータの
�(Max10�)、データ#はコンマで{¥られている23がASCII

あります。

�)bての��~とのÕÉをÂ|するものではありません。

もし、®Ë��~からデータを}け-る"、クエリーコマンドを^_にÈÉする23がある"、ここにÈÉする
クエリコマンドをHIします。ほとんどの
�、×Øで です。OK
もし、マルチメータが コマンドH�のものでしたら、ë�のコマンドのどれかが{Qされます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

®Ë��~のデータ}É"にトリガが23な"、チェックをつけます。

®Ë��~の - アドレスを��します。GP IB

�り.んだデータに、ë�MYを]った�、ExcelへHIします。

ExcelへのHI³ = ( ��~データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへHIする^�をここにHIします。

×Øの
�、「®Ë��~」がHIされます。

����_に、��~にÈÉするコマンドがある
�は、ここにHIします。 ファンクションやレンジ¥¦えのコマンド

をHIします。 ÕÖは×Øです。

��~のデリミタを��します。ÕÖは、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「��コマンド」からトリガの»¼を ¡します。GET TRG

ÕÖは、「 」の ¡をします。GET

「��コマンド」を ¡した
�は、トリガコマンドをテキストボックスにHIします。

®Ë��~のデータにMYklを]うときにチェックします。 y*のデータが}Éされた
�は、そのbての

データに、ë�にHIしたMYが]われます。

パソコン

Model
2000

GP IB-

®Ë��~

スキャニング��DEの)
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®Ë��~のデータを*³として�うか、��しとて�うかの

 ¡を]ないます。ÕÖは、「*³データ」に��します。

®Ë��~からy*のデータがÈÉされる
�、データの

{¥り��を��します。´��には、「コンマ」が{Qされ

ます。


